
１

　 前半 　 　　 後半 　

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　

　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 エ 　

　 ア 　 　　 イ 　

　 ア 　 　　 イ 　

 解説

とおく。

すなわち のとき

　　　　

すなわち のとき

　　　　

方程式 が解をもたないような の値の範囲は，

のグラフと直線 が共有点をもたない の

値の範囲と等しい。

よって，図より　　

また， とおく。

のとき　　　

のとき　　

のとき　　　　

方程式 が解をもつような の値の範囲は，

のグラフと直線 が共有点をもつ の値

の範囲と等しい。

よって，図より　　

から　　

よって　　 　…… ①

また， ， から　　 ， 　…… ②

①，② を満たす整数 ， の組は

　　 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，　　　

　　　　　　　　　 ， ， ，

よって，① を満たす正の整数の組 ， は ア 組ある。
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このうち， が最大のものは ， ， の組であり，このとき

　　　　　　　　 ， イ ，ウ

　 ， ， ，……　　……①

のとき　　

であるから　　 　　　　これを解いて　　
ア

①より のとき　　 　　……②

① ②から　　

のとき であるから

　　　　　　　 　　　　よって　　イ

したがって　　 　 ， ， ，……

これを変形すると　　

また　　

ゆえに，数列 は初項 ，公比 の等比数列であるから

　　　　 ･ 　　　　よって　　
ウ

これと①により　　

とすると　　

したがって　　 ･

のとき ･ であるから， となる最小の は　エ

のとき　　

よって，相加平均 相乗平均の関係により

　　　　　 ･

等号は すなわち のとき成り立つ。

よって， の最小値は　　ア

また， であるから　　

ゆえに　　 ･
イ

真数は正であるから　　 ， ， 　……①

から　　
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すなわち　　 　　　　よって　　　

左辺を展開して整理すると　　 　すなわち　

① より， であるから　　 　　　　したがって　　 ア

また，このとき

　　

･
･

　　　　　　　　　　　 イ

２

　 　 ア 　 　　 　 イ 　 　　 　 ウ 　

　　　 　 エ 　 　　 オ 　

 解説

　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
ア

　 ……

　　

　よって　　
イ

　

　 とおくと　　

　よって　　 ･ ･

･
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　 より，　 は積分定数 であるから

　　　　　　

　また　　　

　よって　　
ウ

　 から

　　　　　　

… …

極大

　 とすると　　

　 の増減表は右のようになる。

　また　

　　　　

　ゆえに， のとりうる値の範囲は　　エ
オ

３

　 　 ア 　 　　 イ 　 　　 ウ 　 　　 　 エ 　 　　 オ 　

　　　 　 カ 　 　　 キ 　 　　 ク 　

 解説

　 ， ， から

　　　　　　 ， ，

　よって　　 ア ， イ ， ウ

　 から　　

　各辺を 乗して　

　この条件を満たす自然数 は　　 ， ， ，……，

　よって， となる の個数は　　エ オ 個

　 から， から までのうち，

　　　　　　 となる の個数は　 個　 ～

　　　　　　 となる の個数は　 個　 ～

　　　　　　 となる の個数は　 個　 ～
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　　　　　　 となる の個数は　 個　 ～

　よって　　 ･ ･
カ

　　　　　　

　　　　　　　 ･ ･ ･
キ

　　　　　　 ･ ･ ･ ･
ク

４

　 　 　　 　 ， ，

　　　 　原点を中心とする半径 である 平面上の円

 解説

　点 が 平面上にあるとすると， ， ， と表せる。

　 から　　 ， ， ， ，

　ゆえに　　 ， ，

　 ， ， ， ， から　 　　　

よって　　

　 より　 ， となるから　　

　　　　　　 ， ，

　球面 の方程式は である。

　点 が 上にあるから

　　　　　　 　かつ　

　ゆえに　　 　かつ　

　よって， から ， ， に対して

　　　　　　 ，

　ゆえに　　 ，

　 であるから　　

　　　　　　

　よって， から　　

　　　　　　

　したがって，点 の軌跡は，原点を中心とする半径 である 平面上の円

　である。
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